
　
総
代
会
議
長
に
は
、
出
席
総
代

の
中
か
ら
、
丹
後
町
の
永
島
政
彦

様
が
選
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結

果
、
全
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
二
年
度

　
第
二
十
五
回
通
常
総
代
会 

開
催

　
令
和
二
年
五
月
二
十
八
日
㈭
　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
丹
後
地

域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ア

ミ
テ
ィ
丹
後
）
に
て
通
常
総
代
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
、
書
面
議
決

を
推
奨
し
、
来
賓
の
ご
臨
席
や
ご

祝
辞
も
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

出
席
者
は
総
代
数
二
百
三
十
名
の

う
ち
、
本
人
出
席
三
十
三
名
、
書

面
議
決
書
に
よ
る
出
席
百
六
十
九

名
で
し
た
。

　
梅
田
武
範
代
表
理
事
組
合
長
の

開
会
挨
拶
に
よ
り
始
ま
り
、
議
案

審
議
に
入
り
ま
し
た
。

（ ） 令和 2 年 7 月発行1 第 51 号森 林 組 合 だ よ り

発 行
丹後地区森林組合
京丹後市弥栄町吉沢940番地

☎ 0772−65−4670



第
一
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、

　
　
　
　
　
　
注
記
表
、
お
よ
び
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
令
和
２
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
一
、
理
事
の
役
員
報
酬
を
年
額
五
四
〇
万
円
以
内
と
し
、
各
人
の
額
は

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会
に
一
任
願
い
た
い

　
　
　
　
　
　
二
、
監
事
の
役
員
報
酬
を
年
額
四
〇
万
円
以
内
と
し
、
各
人
の
額
は

　
　
　
　
　
　
　
　
監
事
会
に
一
任
願
い
た
い

第
四
号
議
案
　
令
和
２
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
最
高
限
度
額
一
〇
，
〇
〇
〇
万
円

第
五
号
議
案
　
余
裕
金
の
預
入
先
及
び
借
入
金
借
入
先
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
農
林
中
央
金
庫
、
京
都
銀
行
、
京
都
農
業
協
同
組
合
、
京
都
北
都
信
用
金
庫
、　
　
　

　
　
　
　
　
　
京
都
府
森
林
組
合
連
合
会
と
す
る

第
六
号
議
案
　
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
七
号
議
案
　
退
任
役
員
に
対
す
る
退
任
慰
労
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

第
八
号
議
案
　
役
員
選
任
に
つ
い
て

第
二
十
五
回 

通
常
総
代
会
提
出
議
案

2令和 2 年 7 月発行（ ） 第 51 号 森 林 組 合 だ よ り

新
総
代
の
皆
様

　
三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

総
代
任
期
は
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
で
す
。



就
任
の
ご
挨
拶
　

丹
後
地
区
森
林
組
合

　
　
代
表
理
事
組
合
長
　
江 

浪
　
敏 

夫

4令和 2 年 7 月発行（ ） 第 51 号 森 林 組 合 だ よ り
　

盛
夏
の
候
、組
合
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。平
素
よ

り
組
合
運
営
に
お
き
ま
し
て
格
別
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
、こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
き
ま

し
て
、梅
田
前
組
合
長
の
後
任
を
仰
せ

つ
か
る
こ
と
と
な
り
、組
合
長
と
い
う

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し

て
お
り
ま
す
。今
日
の
組
合
を
築
い
て

こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
の
ご
功
績
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、さ

ら
な
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
努

力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、森
林
・
林
業
の
動
き
と
し
て

は
、令
和
元
年
度
よ
り
森
林
経
営
管

理
法
に
基
づ
く
新
た
な
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
が
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が

動
き
始
め
て
い
ま
す
。こ
れ
は
森
林
環

境
譲
与
税
の
一
部
を
原
資
と
し
、今
ま

で
管
理
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
森
林

（
主
に
人
工
林
）
に
つ
い
て
、地
元
市

町
村
が
森
林
所
有
者
に
森
林
管
理
の

意
向
を
確
認
し
、経
営
管
理
を
委
託
さ

れ
た
場
合
、そ
れ
を
集
約
し
、意
欲
と

能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
に
森
林
の

管
理
・
経
営
を
再
委
託
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。ま
た
、経
済
ベ
ー
ス
に
乗

ら
な
い
森
林
に
つ
い
て
も
市
町
村
自

ら
が
管
理
を
行
う
費
用
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
た
り
、人
材
育
成
や
普
及
啓

発
な
ど
幅
広
い
使
途
に
用
い
る
こ
と

が
で
き
、以
っ
て
総
合
的
に
森
林
管

理
を
進
め
る
と
い
う
趣
旨
と
な
っ
て

い
ま
す
。本
制
度
も
動
き
始
め
た
ば
か

り
で
す
の
で
、よ
り
良
い
税
の
使
い
方

が
で
き
る
よ
う
、京
丹
後
市
と
も
協
議

を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、丹
後
地
域
は
人
工
林
率
の

低
い
土
地
柄
で
も
あ
り
ま
す
。人
工
林

の
規
模
は
零
細
で
分
散
し
て
お
り
、国

が
言
う
と
こ
ろ
の
集
約
化
施
業
が
成

立
し
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。し
か

し
、裏
を
返
せ
ば
豊
富
な
広
葉
樹
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
、そ
の
お
陰
で
大
規
模
な
斜
面
崩

壊
が
少
な
か
っ
た
り
、季
節
に
応
じ
た

素
晴
ら
し
い
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。た
だ
、広
葉
樹
林
も
適
切

な
管
理
が
な
さ
れ
な
い
と
神
社
の
境

内
林
の
よ
う
に
常
緑
樹
の
鬱
蒼
と
し

た
森
林
に
遷
移
し
て
し
ま
う
た
め
、適

度
に
伐
採
し
更
新
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、丹
後
地
域
は
府
内
で
も
数
少

な
い
海
岸
林
を
有
す
る
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。海
岸
林
は
飛
砂
や
塩
害
か
ら

農
地
や
居
住
地
を
守
る
な
ど
、生
活
環

境
の
保
全
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。特
に
、浜
詰
や
琴
引
浜
で

造
成
し
た
松
林
で
は
松
く
い
虫
防
除

の
た
め
、毎
年
無
人
ヘ
リ
を
使
っ
た
薬

剤
散
布
を
実
施
し
て
お
り
、海
岸
松
林

の
保
全
・
育
成
に
も
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、組
合
運
営

に
あ
た
り
ま
し
て
、組
合
員
の
皆
様
、

な
ら
び
に
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
今

後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
、就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。



代
表
理
事
組
合
長

江
浪
　
敏
夫
（
峰
山
町
・
新
）

代
表
理
事
専
務

大

江
　

栄
（
丹
後
町
・
再
）

地
区
担
当
理
事

藤
村
　
重
夫
（
峰
山
町
・
再
）

水

口
　

茂
（
大
宮
町
・
再
）

祝
前
　
哲
夫
（
丹
後
町
・
再
）

川
戸
　
一
生
（
弥
栄
町
・
再
）

安
達
　
徳
一
（
久
美
浜
町
・
再
）

城
下
　
佳
郎
（
網
野
町
・
再
）

理

事

川
村
　
博
茂
（
大
宮
町
・
新
）

石
嶋
　
政
博
（
弥
栄
町
・
再
）

岡
﨑
　
不
二
夫
（
久
美
浜
町
・
新
）

瀬
戸
　
恭
敬
（
久
美
浜
町
・
新
）

小
森
　
康
弘
（
久
美
浜
町
・
新
）

小
石
原
　
義
男
（
網
野
町
・
再
）

代

表

監

事

田
中
　
哲
也
（
峰
山
町
・
再
）

監

事

大
久
保
　
亨
（
丹
後
町
・
再
）

山
口
　
義
雄
（
久
美
浜
町
・
新
）

　
　
　
　

理
事
　
十
四
名

監
事
　
　
三
名

第
十
期
　
役
員
執
行
体
制

（
令
和
二
年
六
月
十
日
か
ら
令
和
五
年
六
月
九
日
ま
で
）

（
敬
称
略
　
選
出
地
区
・
新
任
再
任
の
別
）

代 表 理 事 組 合 長 梅 田   武 範

地 区 担 当 理 事
鵜 飼 利 之 助
田 中   正 直

理 事 野 村  謹 一 郎
監 事 藤 原   友 三

長い間、組合運営に
ご尽力いただき、
有難うございました。

退任役員
（敬称略）

役職員一同力を合わせて健全経営に努めて参ります。
どうぞ宜しくお願い申し上げます。

（ ） 令和 2 年 7 月発行5 第 51 号森 林 組 合 だ よ り

城
下
理
事

藤
村
理
事

田
中
代
表
監
事

大
江
専
務

江
浪
組
合
長

祝
前
理
事

水
口
理
事

安
達
理
事

川
戸
理
事

石
嶋
理
事

小
石
原
理
事

川
村
理
事

大
久
保
監
事

小
森
理
事

岡
﨑
理
事

瀬
戸
理
事

山
口
監
事



6令和 2 年 7 月発行（ ） 第 51 号 森 林 組 合 だ よ り

　昨年度より、浜詰財産管理委員会様にお世話になり、網野町磯において水源林造成事業に取り
組んでいます。
　松枯れで荒廃した雑木林を伐採し、作業道を付け、この秋植林する予定をしております。良い
山になるよう鋭意作業中でありますので、ご理解とご協力の程よろしくお願いします。

事　業　紹　介

令和元年度水源林造成事業　磯事業地
新植、作業道新設



地域でお困りの 放置竹林 はありませんか？

令和２年度府民参加型里山ふれあい事業

出資証券の名義変更等に ご協力をお願いします

　本事業は京都府「豊かな森を育
てる府民税」を原資として、荒廃
森林を整備する基盤整備事業です。
事業費は１件あたり５０万円で、
作業は森林組合が委託を受け実施
します。

　昨年度は荒山、長岡、奥大野、
三重、市野々、鹿野、関、加茂川、
俵野の9地区で実施しました。

　整備後の地元管理が必要ですが、
費用負担なしで放置森林の整備が
できます。

　お気軽にお問い合わせください。

現組合員さんが亡くなられ､出資証券の名義がそのままになっていませんか？
その場合は、お問合せの上、早急に名義変更の手続きをお願いします｡
住所の変更等があった場合もご連絡ください。

募集締切について
第１期　　７月１５日（水）
第２期　　９月１５日（火）
第３期　１１月１６日（月）

丹後地区森林組合　総務課　京丹後市弥栄町吉沢940番地
TEL（0772）6 5 - 4 6 7 0

作業後

作業前

（ ） 令和 2 年 7 月発行7 第 51 号森 林 組 合 だ よ り



8令和 2 年 7 月発行（ ） 第 51 号 森 林 組 合 だ よ り
　
　

　　

皆
様
、い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。夏
が
近
づ
き
暑
く
な
っ
た
か
と
思
え

ば
急
に
涼
し
い
日
も
訪
れ
た
り
と
、今
年

の
気
候
も
な
ん
だ
か
よ
く
分
か
り
ま
せ

ん
ね
。特
に
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を
振
る
い
、仕
事
に
家
庭
に
遊

び
ま
で
す
べ
て
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。自
粛
疲
れ
の
皆
さ
ん
も
適

度
に
体
を
動
か
し
、体
調
管
理
に
は
十
分

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、今
回
は
コ
ロ
ナ
に
つ
き
遠
出

も
し
に
く
い
た
め
、地
元
再
発
見
と
い

う
こ
と
で
久
美
浜
町
は
高
龍
寺
ヶ
岳

（
６
９
６
．７
ｍ
）
に
登
っ
て
き
ま
し
た
。

本
誌
を
読
ま
れ
る
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存

じ
だ
と
思
う
の
で
細
か
な
説
明
は
省
き

ま
す
が
、ア
ル
プ
ス
に
比
べ
て
標
高
が
低

い
か
ら
と
言
っ
て
魅
力
が
劣
る
わ
け
で

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
！

　

苔
む
し
た
岩
、枝
を
目
一
杯
広
げ
る
ブ

ナ
な
ど
、観
察
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
自
然
の

美
し
さ
、力
強
さ
に
心
を
動
か
さ
れ
ま

す
。中
で
も
特
に
感
銘
を
受
け
た
の
は
渓

畔
林
の
美
し
さ
で
す
。サ
ワ
シ
バ
や
フ
サ

ザ
ク
ラ
、オ
オ
バ
ア
サ
ガ
ラ
な
ど
渓
畔
林

特
有
の
樹
種
に
加
え
、傾
い
た
ス
ギ
や
そ

の
他
広
葉
樹
が
不
規
則
に
生
育
し
て
い

ま
し
た
。樹
種
は
も
ち
ろ
ん
太
さ
も
樹
高

も
バ
ラ
バ
ラ
な
の
に
そ
れ
で
い
て
均
整

が
と
れ
、水
際
に
生
え
た
木
の
根
に
よ
り

護
岸
が
保
護
さ
れ
渓
流
が
荒
れ
る
こ
と

な
く
、水
を
貯
え
つ
つ
下
流
に
運
ん
で
い

ま
し
た
。仕
事
柄
、近
年
の
豪
雨
に
よ
り

荒
れ
た
谷
を
見
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、自
然
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
改
め
て
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
は
業
務
で
山
に
行
く
た
め
、の
ん

び
り
と
散
策
し
て
い
て
は
怒
ら
れ
て
し

ま
う
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
に
よ
り
奇
し
く

も
地
元
の
山
に
登
る
こ
と
に
な
り
、地
元

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
業
務
課
・
係
長
）

中
村
俊
彦
の
・
・
・

ブナ

渓畔林

フサザクラ

苔むした岩

山頂にて


